
【市長交際費７月分】
支出日 支出の相手方・行事名 金額（円）

3 第２９回機織地区大運動会 3,870

4 青年海外協力隊表敬訪問 20,000

4 能代山本税務協会定時総会 3,870

13 県庁能高会総会 27,000

14 日本の農業・農村を守る国民運動 10,000

20 秋田県都市監査委員会定期総会交流会 10,000

22 農業委員会定例会懇親会 10,000

29 能代商工会議所臨時議員総会懇親会 10,000

30 掃海艇「つきしま」入港歓迎会 6,000

弔祭料等　　　　　　１件 30,000

７　月　分　計　　１０件 130,740

26

月
に
１
度
、市
長
の
声
を
お
届
け
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は

豊
澤
で
す

こ
ん
に
ち
は

豊
澤
で
す

能
代
に
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の

能
代
多
目
的
実
験
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
実

験
場
は
わ
が
国
の
宇
宙
科
学
、
ロ
ケ
ッ
ト
開

発
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
研
究
施

設
で
す
。
し
か
し
せ
っ
か
く
身
近
に
あ
り
な

が
ら
市
民
の
関
心
が
薄
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

８
月
10
日
に
は
実
験
場
の
近
く
の
浅
内
第

２
鉱
さ
い
堆
積
場
で
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
や
モ

デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
も
継
続

し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
て
い
く
中
で
、
ま
ず
何
よ
り
も
、

子
ど
も
た
ち
に
あ
こ
が
れ
や
ロ
マ
ン
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

わ
た
し
も
未
知
へ
の
探
求
と
い
う
こ
と

で
、
映
画
を
観
た
り
本
を
読
ん
だ
り
し
ま

す
が
、
宇
宙
を
考
え
て
い
る
と
、
冒
険
心

の
高
ま
り
と
と
も
に
地
球
が
い
か
に
大
切

で
あ
る
か
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

も
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
宙
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
学
生
を
中

心
に
全
国
か
ら
約
１
５
０
人
が
４
日
間

滞
在
し
ま
す
が
、
今
年
は
い
ろ
い
ろ
な

催
し
物
で
交
流
人
口
が
増
え
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

夏
の
甲
子
園
予
選
大
会
や
み
な
と
祭

り
、
花
火
大
会
で
は
た
く
さ
ん
の
人
々

で
こ
の
地
域
に
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
訪
れ
た
人
々
に
能
代
と
い

う
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

り
、
地
域
の
ほ
か
の
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら

う
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。
大
切
な
の

は
、
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
に
人
々
が
来
た
と

き
、
﹁
こ
の
地
域
は
お
も
し
ろ
い
、
ま
た

来
た
い
﹂
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅

力
的
な
地
域
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
人
々
が
集
ま
る
よ
う
な
地
域

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
や
っ

た
か
ら
す
ぐ
に
良
く
な
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
住
む
一
人
ひ
と

り
が
﹁
ど
う
す
れ
ば
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
？
﹂
と
関
心
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
間
は
か
か

っ
て
も
、
自
分
た
ち
で
動
き
、
考
え
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
で
も
つ
く
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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25
人
の
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
は
農
地
を
守
り
、
そ
の
有
効
利
用
に
取
り
組
む

農
業
者
の
代
表
で
す
。
農
地
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
89
︱
２
９
３
６

会
長
⋯
成
田
　
金
秋(

機
織)

会
長
職
務
代
理
⋯
飯
坂
　
金
男(

常
盤
本
郷)

委
員
⋯

佐
藤
　
幹
夫(

山
　
谷)

原
田
　
悦
子(

浅
　
内)

山
崎
　
和
博(

檜
山
町)

佐
藤
　
泰
夫(

四
日
市)

大
塚
　
公
隆(

長
　
崎)

熊
谷
　
　
治(
須
　
田)

吉
田
　
　
誠(

東
雲
開
拓)

佐
藤
　
　
繁(

石
　
丁)

戸
松
　
勇
孝(

小
沢
口)

平
塚
　
　
尚(
落
　
合)

斎
藤
宗
一
郎(

渟
　
城)

石
戸
　
彰
一(

中
川
原)

柴
田
　
啓
揮(

鰄
　
渕)

芳
賀
　
昭
彦(

大
内
田)

佐
藤
　
信
孝(

吹
　
越)

佐
藤
　
純
逸(

竹
　
生)

小
林
　
　
勇(

道
　
地)

工
藤
　
正
徳(

久
喜
沢)
小
川
　
善
信(

黒
　
岡)

平
川
　
文
雄(

浜
浅
内)

大
　
　
昭
春(

久
喜
沢)

佐
藤
　
博
文(

河
戸
川)
小
林
　
忠
雄(

鶴
　
形)

試
験
区
分
⋯
上
級
、
初
級
消
防
吏
員

受
験
資
格
⋯

○
上
級：

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
59
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
大
学
卒
業
ま
た
は
、
18
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

○
初
級：

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
63
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
高
校
や
短
期
大
学
を
卒
業
ま
た
は
、
18

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

採
用
人
数
⋯
合
わ
せ
て
１
人

一
次
試
験
日
時
⋯
10
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

一
次
試
験
場
所
⋯
能
代
地
区
消
防
本
部

受
付
⋯
８
月
15
日
㈪
〜
９
月
16
日
㈮

(

郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
の
午
後
５
時
15
分
到

着
分
ま
で)

申
し
込
み
方
法
な
ど
⋯
詳
し
く
は
消
防
本
部(

☎
52

︱
３
３
１
１)

へ

能
代
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た


